
 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

ガリウム（Ga）は半導体、発光ダイオードや太陽電池パネルの製造に必須なレアメタルで

ある。日本の消費量は全世界の 70%に達しており、省エネルギーや低エネルギー化がグロー

バルな課題となっている現在、我が国にとって重要な資源である。受賞者らは、上昇する泡

沫層に金属溶液と界面活性剤溶液を同時に連続注入することを特徴とする連続向流泡沫分離

法を開発し、多成分金属イオン（Ga(Ⅲ)，Fe(Ⅲ)，Zn(Ⅱ)，Cu(Ⅱ)）の塩酸溶液からの Ga(Ⅲ)
の選択的分離回収に適用した。泡沫相の上部から非イオン性界面活性剤 PONPE（poly 
oxyethylene nonyl phenylether）を滴下させ、さらにその下方から多成分金属イオンを含む

塩酸溶液を滴下することにより、標的物質である Ga(Ⅲ)を上向きに移動させる向流操作を実

現した結果、Ga(Ⅲ)をほぼ 100%回収するとともに、Ga(Ⅲ)／Fe(Ⅲ)の分離度は 67（PONPE
を用いる溶媒抽出では Ga(Ⅲ)／Fe(Ⅲ)の分離度は 1.2）、他の金属イオンに対する Ga(Ⅲ)の分

離度は 1000 を超える高い分離性能を達成した。また、実用的観点からの検討のために、本手

法を亜鉛精錬残渣の塩酸浸出液からの Ga(Ⅲ)分離回収に応用したところ、最適化した条件の

もとで、Ga(Ⅲ)含有量に比べて多量の亜鉛、鉄、アルミニウム、ヒ素を含有する亜鉛精錬残

渣の塩酸浸出液から、Ga(Ⅲ)のみを回収率 100%で単離できた。本手法は半導体や太陽電池

の廃棄物からの効率的なガリウムの分離回収法として期待される。 
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連続向流泡沫分離装置概略図 下降流による泡沫からの夾雑金属の除去(概念図) 

上昇する泡沫相内で気泡表面を流下する洗浄液 

洗浄液の下降流による 

夾雑金属の選択的な流下 


